
第１４９回小金井市新型コロナウ

イルス感染症対策本部部会会議録 

日時 令和５年１月１７日（火） 

９：２０～９：３５ 

場所 議場 

出席者 白井市長、大熊教育長、天野企画財政部長、藤本庁舎建設等担当部長、加藤総務

部長、西田市民部長、柿崎環境部長、中谷福祉保健部長、大澤子ども家庭部長、

若藤都市整備部長、大津学校教育部長、梅原生涯学習部長、伊藤健康課長、佐々

井新型コロナウイルス感染症対策担当課長、冨田企画政策課長、廣田広報秘書課

長、宮奈地域安全課長、宮腰地域安全係長 

付議事項 １ 新型コロナウイルス感染症対策について 

２ 各部連絡事項 

資料 １ 新型コロナウイルスワクチン接種について 

２ 抗原検査キット配付実績 

３ 感染状況・医療提供体制の分析 

（進行：福祉保健部長） 

（市長） 

感染者、濃厚接触者が増えており、東京都の感染者数が増加している。先日の医師会との会

議においても医療体制はひっ迫しており、緊急搬送が出来ないケースなどもあると聞いてい

る。余談を許さない状況が続いているが、市民の暮らしを守るため、必要な対策を行ってい

く。 

１ 新型コロナウイルス感染症対策について 

（新型コロナウイルス感染症対策担当課長） 

・接種状況は資料のとおりで、オミクロン株対応ワクチンの接種率は人口比で３８．９９％。

国平均が３８．４４％、都の平均が３７．４９％であり、都の平均が低いのは若年層で未接種

の方が多い事が原因と考えられる。 

・６０歳以上のオミクロン株対応のワクチン接種状況についても資料に示しており、約１万

人程度が接種していないと思われる。特に高齢者の方については、重症化を防ぐ観点から３回

目以降の接種を終えている事が重要であると考える。 

・オミクロン株対応ワクチン集団接種実績について資料に示しており、１２月末までの実績

は２２，４４５人。１２月末までの個別接種の実績は２３，２００人。接種の半数以上を個別

接種で担っており、個別接種の協力が欠かせないと考えている。 

・旧西友での予約なし接種実績について資料に示しており、接種総数の１割強の方が予約な

しの接種を利用されたことが読み取れる。 

・接種勧奨については、引き続き保健センターで予約なし接種を実施するとともに、６０歳以

上の３回目未接種の方に勧奨通知を送付し、また新たに市民課と調整の上、集団接種来場者用

のマイナンバーカード臨時申請窓口の設置を予定している。 

・今後の接種体制について医師会と調整を済ませており、２月６日以降は１７の医療機関に

おいて接種を行っていただく予定である。 



・令和５年度以降について、現時点で国・都から特段方向性等は示されてはないが、１月３０

日に国の自治体向け説明会があるので、そこで情報提供されるものと思われる。 

（健康課長） 

・抗原検査キットの配布実績については、資料のとおりである。昨年の１２月２８日から配布

上限数を２５に増やしており、１２月２８日から１月５日は利用実績が上限に達しており、以

降は上限未満である。 

・都のモニタリング会議の資料については、直近の感染状況や医療体制が示されている。感染

者数は増加しているものの検査陽性率は減少しており、陽性者登録センターへの未登録も相

当数あると思われる。感染状況については、４段階別の上から２番目の「感染が拡大してい

る」、医療提供体制については、４段階別の１番上の「医療体制がひっ迫している」である。 

２ 各部連絡事項 

（子ども家庭部長） 

・コロナ関連に係る保育園の育成料の減額措置については、今年度で終了する予定である。学

童保育についても近隣市の状況を見て検討する。 

（福祉保健部長） 

・高齢者施設、障害者施設の感染状況について引き続き注視していく。 

（総務部長） 

・職員の感染状況は１月が昨日時点で２０人、第７波時相当の数であり、今後インフルエンザ

の感染もピークに達することから、引き続き感染対策を徹底してほしい。 

 

 

 

 

 


